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往
還
分
斉

判
決

2024

判
者

北
塔
和
上

典
義

天
岸
和
上

【
題
意
】

宗
祖
は
『
教
行
信
証
』「
教
文
類
」
に
浄
土
真
宗
の
大
綱
を
「
謹
案
浄
土
真
宗
有
二
種
回
向
。
一
者
往
相
、

二
者
還
相
。
就
往
相
回
向
有
真
実
教
行
信
証
」
と
二
回
向
四
法
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
。
こ
の
二
種
回
向
の
義
意

と
分
斉
を
明
確
に
し
、
両
者
の
位
置
づ
け
の
混
乱
か
ら
生
じ
る
誤
っ
た
見
解
に
お
ち
い
ら
な
い
よ
う
注
意
を
う

な
が
す
。

【
出
拠
】

『
教
行
信
証
』「
教
文
類
」
の
真
宗
大
綱
に
、

つ
つ
し
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、

二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
回
向
に
つ
い
て
真
実
の
教
行
信
証
あ
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
九
）

『
同
』「
証
文
類
」「
還
相
釈
」
に
、

二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。

す
な
は
ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た
一
生
補
処
の
願
と
名

づ
く
。
ま
た
還
相
回
向
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・

一
三
七
）

を
根
本
と
す
る
。
そ
の
ほ
か
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』『
三
経
往
生
文
類
』（
広
木
）『
和
讃
』
な
ど
類
文
は
多
い
。

な
お
名
目
の
所
依
は
、『
論
註
』
下
巻
「
起
観
生
信
章
」
の
回
向
門
の
文
で
あ
る
。

【
釈
名
】

「
往
」
は
往
相
回
向
の
略
で
あ
り
、『
還
』
は
還
相
回
向
の
略
で
あ
る
。「
往
相
」
と
は
「
往
生
浄
土
の
相

状
」
で
あ
り
。「
還
相
」
は
「
往
生
浄
土
の
相
状
」
に
対
す
れ
ば
「
還
来
穢
国
の
相
状
」
の
意
で
あ
る
。

た
だ
し
、
宗
祖
の
「
証
文
類
」
の
「
還
相
釈
」
に
よ
れ
ば
、
往
相
の
証
果
た
る
無
上
涅
槃
の
極
果
を
極
め
た

者
の
必
然
と
し
て
展
開
す
る
利
他
摂
化
の
た
め
の
因
相
示
現
と
し
て
「
従
果
還
因
の
相
状
」
の
意
で
あ
る
。

「
回
向
」
は
菩
提
回
向
、
衆
生
回
向
、
実
際
回
向
と
い
わ
れ
る
中
の
衆
生
回
向
す
な
わ
ち
利
他
回
向
の
こ

と
で
あ
り
、『
論
註
』
に
「
お
ほ
よ
そ
回
向
の
名
義
を
釈
せ
ば
、
い
は
く
、
お
の
れ
が
所
集
の
一
切
の
功
徳
を

も
っ
て
一
切
衆
生
に
施
与
し
、
と
も
に
仏
道
に
向
か
へ
し
む
る
な
り
」（『
聖
典
全
書
』
三
・
四
一
五
）
と
示
さ

れ
た
こ
と
を
い
う
。

宗
祖
は
『
論
註
』
下
巻
の
「
其
本
釈
」
の
深
意
に
よ
り
、
本
願
力
に
よ
る
如
来
の
利
他
回
向
の
義
と
さ
れ
て
、

如
来
が
成
就
さ
れ
た
一
切
の
功
徳
を
名
号
に
摂
め
て
衆
生
に
回
施
さ
れ
る
と
領
解
さ
れ
た
。

「
分
斉
」
と
は
「
分
」
は
区
分
、
分
判
、
判
別
、
見
わ
け
る
こ
と
。「
斉
」
は
辺
際
の
「
際
」
と
同
意
で

他
の
も
の
と
の
ふ
れ
あ
う
際
（
き
わ
）
を
言
い
、
互
い
の
領
域
の
接
し
ぐ
あ
い
を
い
う
。

合
釈
す
る
と
、
往
相
は
「
往
生
浄
土
の
相
状
」
で
あ
り
、
還
相
は
「
還
来
穢
国
」「
従
果
還
因
」
の
「
相
状
」

と
し
て
、
回
向
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
区
分
と
適
応
範
囲
を
確
定
す
る
。

【
義
相
】
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一
、『
往
生
論
註
』
の
二
種
回
向
釈

往
還
回
向
の
語
を
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
曇
鸞
大
師
の
『
論
註
』
下
巻
［
起
観
生
信
章
］
の
回
向
門
の
釈

で
あ
る
。
そ
こ
・
で
は
願
生
行
者
が
行
ず
る
五
念
門
二
利
の
行
の
中
、
礼
拝
、
讃
嘆
、
作
願
、
観
察
の
前
四
念

門
は
自
利
行
を
あ
ら
わ
し
、
第
五
の
回
向
門
は
利
他
行
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
こ
の
五
念
二
利
の
因
に
よ
っ
て

浄
土
に
往
生
し
た
行
者
は
、
そ
の
果
徳
と
し
て
五
功
徳
門
の
徳
相
が
恵
ま
れ
る
。
そ
の
近
門
、
大
会
衆
門
、
宅

門
、
屋
門
の
前
四
門
は
初
地
か
ら
八
地
へ
の
自
利
の
徳
用
を
あ
ら
わ
し
、
第
五
門
の
園
林
遊
戯
地
門
は
還
来
穢

国
し
自
在
に
衆
生
教
化
を
為
す
利
他
行
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
五
念
門
中
の
回
向
門
は
浄
土
へ
往
生
す
る
た
め
の
回
向
行
で
あ
る
か
ら
往
相
回
向
と
い
い
、
五
功
徳
門

中
の
園
林
遊
戯
地
門
は
浄
土
よ
り
穢
国
に
還
来
し
て
行
ず
る
回
向
行
で
あ
る
か
ら
、
還
相
回
向
と
名
づ
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
『
論
註
』
に
お
い
て
は
、
二
回
向
共
に
願
生
の
行
者
が
修
す
る
往
生
お
よ
び
成
仏
の
た
め
の
利
他
回

向
行
で
あ
っ
た
。

一
、
宗
祖
の
二
種
回
向
釈

宗
祖
は
「
教
文
類
」
に
「
つ
つ
し
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二

つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
回
向
に
つ
い
て
真
実
の
教
行
信
証
あ
り
」（『
聖
典
全
書
』
二
・
九
）。
ま
た
『
浄

土
文
類
聚
鈔
』
に
は
「
し
か
る
に
本
願
力
の
回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
」

（『
聖
典
全
書
』
二
・
二
六
二
）
と
、
往
還
二
回
向
を
如
来
の
本
願
力
回
向
の
相
と
領
解
さ
れ
た
。

往
相
回
向
の
四
法
の
中
、「
教
」
は
能
詮
の
言
教
た
る
『
大
経
』
を
指
し
、「
行
」「
信
」
は
往
生
の
因
を
あ

ら
わ
し
、「
証
］
は
そ
の
果
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
「
行
」
は
所
信
の
法
た
る
名
号
を
指
し
。「
信
」
は
機

受
の
能
信
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
行
者
は
信
心
決
定
と
同
時
に
摂
取
不
捨
の
利
益
に
よ
っ
て
正
定
聚
に
住
せ
し

め
ら
れ
る
。「
証
」
は
真
実
報
土
の
往
生
の
証
果
で
あ
り
、
臨
終
一
念
の
夕
べ
大
般
涅
槃
を
超
証
す
る
こ
と
を

い
う
。

「
証
文
類
」
の
「
還
相
釈
」
に
は
「
二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な

り
」（『
聖
典
全
書
』
二
・

一
三
七
）、
ま
た
「
還
相
の
利
益
は
利
他
の
正
意
を
顕
す
な
り
」（『
聖
典
全
書
』

二
・

一
五
一
）
と
釈
さ
れ
た
よ
う
に
、
往
生
即
成
仏
の
果
と
し
て
無
上
涅
槃
を
極
め
た
者
は
、
そ
の
必
然
と

し
て
従
果
還
因
、
広
門
示
現
し
て
無
碍
自
在
の
利
他
摂
化
を
展
開
す
る
こ
と
を
還
相
回
向
と
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
は
「
還
来
穢
国
の
相
状
」
は
他
方
摂
化
の
一
相
と
な
る
。

一
、
往
還
二
回
向
の
分
斉
を
明
ら
か
に
す
る

往
相
回
向
「
往
生
浄
土
の
相
状
」
に
お
け
る
往
生
は
難
思
議
往
生
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
往
生
即
成
仏
の
証

果
で
あ
る
真
実
報
土
の
往
生
を
指
し
て
い
た
。
た
だ
宗
祖
は
、「
即
得
往
生
」「
難
思
議
往
生
」
と
に
独
自
の
往

生
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
十
八
願
成
就
文
の
「
即
得
往
生
」
に
つ
い
て
は
、
現
生
に
「
得
は
う
べ
き
こ

と
を
え
た
り
と
い
ふ
。
真
実
信
心
を
う
れ
ば
︙
す
な
わ
ち
、
と
き
・
日
お
も
へ
だ
て
ず
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に

つ
き
さ
だ
ま
る
を
往
生
を
う
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り
」（『
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
三
）。
正
定
聚
の
左
訓
に
は

「
往
生
す
べ
き
身
と
さ
だ
ま
る
な
り
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
信
益
同
時
の
現
生
の
利
益
を
あ
ら
わ
さ
れ

た
も
の
で
、
当
来
の
難
思
議
往
生
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

還
相
回
向
は
「
証
文
類
」
の
「
還
相
釈
」
で
は
『
浄
土
論
』『
論
註
』
の
文
を
引
用
し
、
さ
ら
に
『
論
註
』

下
巻
の
菩
薩
の
四
種
正
修
行
、
五
功
徳
門
等
の
す
べ
て
を
従
果
還
因
の
大
慈
大
悲
の
妙
相
と
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
宗
祖
が
、「
証
文
類
」
の
初
め
に
、
第
十
一
願
「
必
至
滅
度
之
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
三
二
）
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を
標
し
、
往
相
の
証
果
の
体
を
「
利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
な
り
」（『
聖
典
全
書
』
二
・

一
三

三
）
と
指
定
さ
れ
、
そ
の
「
滅
度
」
を
転
釈
さ
れ
て
「
一
如
」
に
お
さ
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
「
一
如
」

に
具
わ
る
無
量
の
徳
相
を
従
果
還
因
、
広
門
示
現
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
が
宗
祖
の
還
相
の
釈
意
で
あ
る
。

一
、
現
生
に
お
け
る
信
後
還
相
論
の
是
非

宗
祖
に
は
、
信
一
念
に
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先
の
『
一
念
多
念
文
意
』
の
よ
う
に
正
定
聚
に

入
る
こ
と
を
「
往
生
を
う
」（『
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
三
）
と
さ
れ
る
釈
と
、『
末
灯
鈔
』
第
一
通
に
「
摂
取

不
捨
の
ゆ
へ
に
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
。
こ
の
ゆ
へ
に
臨
終
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
た
の
む
こ
と
な
し
。
信

心
の
さ
だ
ま
る
と
き
往
生
ま
た
さ
だ
ま
る
な
り
」（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
七
七
）
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、「
往

生
」
を
当
来
の
難
思
議
往
生
の
こ
と
と
し
、
信
一
念
に
当
来
の
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
釈
が
あ
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
現
生
に
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
此
土
に
お
い
て
難
思
議
往
生
を
得
る
と

言
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
現
生
に
難
思
議
往
生
を
得
る
こ
と
は
語
れ
な
い
。

ま
た
、
還
相
は
従
果
還
因
の
菩
薩
に
よ
る
自
在
の
利
他
教
化
を
あ
ら
わ
す
語
で
、
信
心
の
行
者
は
現
生
に
正

定
聚
に
住
す
る
益
を
得
る
と
雖
も
、
現
実
に
は
生
涯
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
あ
る
。
そ
の
凡
夫
に
、
自
在
の
利
他

摂
化
は
不
可
能
で
あ
る
。

特
に
「
行
文
類
」
に
引
用
さ
れ
た
『
如
来
会
』「
重
誓
偈
」
の
「
ま
さ
に
無
上
菩
提
の
因
を
証
す
べ
し
」
の

文
に
は
、「
証
の
字
︙
験
な
り
」（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
六
）
と
細
註
が
施
さ
れ
て
「
証
」
を
「
験
」
の
意
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
験
」
と
は
、「
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
」「
因
が
因
で
あ
る
こ
と
を
証
験
」
さ
れ

た
「
し
る
し
」
を
あ
ら
わ
す
文
字
で
、
因
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
浄
土
真
宗
に
あ
っ
て
は
現
生
に
お
け
る
信
後
還
相
を
語
る
こ
と
は
誤
り
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。



- 4 -
20240807更新 二十二願事

会
読
案

出
拠

『
大
経
』

（『
聖
典
全
書
』
一
巻26
頁
）
当
面
の
読
み
方

（
梯
實
圓
和
上
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造
』384

頁
）
当
面
の
読
み
方

た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、

他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
せ
ば
、
究
竟
し
て
か
な
ら
ず
一
生
補
処
に
至
ら

し
め
ん
。

そ
の
本
願
あ
り
て
、
自
在
に
化
せ
ん
と
す
る
所
の
衆
生
の
為
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を

積
累
し
、
一
切
を
度
脱
し
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養

し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
、
常
倫
に
超
出
し
て
諸
地
の
行
現

前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
も
の
を
除
く
。
若
し
し
か
ら
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

『
論
註
』
下

（『
聖
典
全
書
』
一
巻

観
察
体
相
章

衆
生
世
間

仏

不
虚
作
住
持
功
徳

511

頁
、
三
願
的
証528

頁
）

（『
註
釈
版
』
七
祖
篇134

頁
、156

頁
）

設
ひ
我
仏
を
得
む
に
、

他
方
仏
土
の
諸
の
菩
薩
衆
、
我
が
国
に
来
生
せ
ば
、
究
竟
し
て
必
ず
一
生
補
処
に
至
ら
む
。

其
の
本
願
の
自
在
に
化
せ
む
と
す
る
所
あ
り
て
、
衆
生
の
為
の
故
に
、

弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、
一
切
を
度
脱
し
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、

十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
む
を
ば

除
く
。

常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
し
、
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
む
。

若
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
。

「
証
文
類
」（『
註
釈
版
』316

頁
）

〈
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
し
て
究
竟

じ
て
か
な
ら
ず
一
生
補
処
に
至
ら
ん
。

そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、
一
切
を

度
脱
せ
し
め
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無

量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
く
。

常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。

も
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉

類
文

『
略
典
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻265

頁
）（『
註
釈
版
』482

頁
）

【14

】

二
つ
に
還
相
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
必
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至
補
処
の
願
（
第
二
十
二
願
）
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た
一
生
補
処
の
願
と
名
づ
け
、
ま
た
還
相
回
向

の
願
と
名
づ
く
べ
し
。

『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻584

頁
）（『
註
釈
版
』629

頁
）

【7

】

二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、『
浄
土
論
』
に
い
は
く
、「
本
願
力
の
回
向
を
も
つ
て
の

ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
を
出
第
五
門
と
名
づ
く
」
と
い
へ
り
。
こ
れ
は
還
相
の
回
向
な
り
。
一
生
補
処
の
悲

願
（
第
二
十
二
願
）
に
あ
ら
は
れ
た
り
。

大
慈
大
悲
の
願
（
第
二
十
二
願
）、『
大
経
』（
上
）
に
の
た
ま
は
く
、「
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら

ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
す
れ
ば
、
究
竟
し
て
か
な
ら
ず
一
生
補

処
に
至
る
。
そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
、
徳
本
を
積

累
し
、
一
切
を
度
脱
し
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、

恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
か
ん
と
。
常
倫
に
超
出
し
、

諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。［
文
］

こ
の
悲
願
は
、
如
来
の
還
相
回
向
の
御
ち
か
ひ
な
り
。

『
如
来
二
種
廻
向
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻725

頁
）

釈
名

二
十
二

法
蔵
菩
薩
所
誓
の
第
二
十
二
願

願
事

願
い
の
こ
と
が
ら
。
内
容
。

義
相
①

『
大
経
』
第
二
十
二
願
の
願
意

『
大
経
』（
梯
實
圓
和
上
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造
』384

頁
）
当
面
の
読
み
方

た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
せ
ば
、
究
竟

し
て
か
な
ら
ず
一
生
補
処
に
至
ら
し
め
ん
。

そ
の
本
願
あ
り
て
、
自
在
に
化
せ
ん
と
す
る
所
の
衆
生
の
為
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を

積
累
し
、
一
切
を
度
脱
し
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養

し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し
め
、
常
倫
に
超
出
し
て
諸
地
の
行
現

前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
も
の
を
除
く
。

若
し
し
か
ら
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

『
如
来
会
』（『
聖
典
全
書
』
一
巻303

頁
）

(

二
二)

若
し
我
成
佛
せ
む
に
、
彼
の
國
中
に
於
け
る
所
有
る
菩
薩
、
大
菩
提
に
於
て
、
咸
悉
く
位
階
一
生
補

あ
ら
ゆ

み
な

處
な
ら
む
。
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唯
大
願
あ
る
諸
菩
薩
等
、
諸
の
衆
生
の
爲
に
、
精
進
の
甲
を
被
り
、
勤
め
て
利
益
を
行
じ
、
大
涅

よ
ろ
ひ

槃
を
修
し
て
、
諸
佛
國
に
遍
し
て
菩
薩
の
行
を
行
じ
、
一
切
の
諸
佛
如
來
を
供
養
し
て
、
洹
沙
の
衆

生
を
安
立
し
無
上
覺
に
住
せ
し
め
、
修
す
る
所
の
諸
行
、
復
た
（
於
）
前
に
勝
れ
、
普
賢
の
道
を
行

じ
て
（
而
）
出
離
を
得
む
お
ば
除
く
。

若
不
爾
者
、
不
取
菩
提
。

（
藤
田
宏
達
『
梵
本
和
訳

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』79

頁
）

（
二
一
）

も
し
も
、
世
尊
よ
、
わ
た
く
し
が
覚
り
を
得
た
と
き
に
、
か
し
こ
の
仏
国
土
に
生
ま
れ
た
者
と
な
る

で
あ
ろ
う
衆
生
た
ち
が
、

—
—

大
い
な
る
鎧
を
身
に
ま
と
い
、
一
切
の
世
間
〔
の
人
々
〕
の
利
益
の
た
め
に
〔
鎧
を
〕
身
に

ま
と
い
、
一
切
の
世
間
の
利
益
の
た
め
に
専
心
し
、
一
切
の
世
間
を
般
涅
槃
せ
し
め
る
た
め
に
専
心

し
、
一
切
の
世
界
に
お
い
て
菩
薩
の
行
を
実
践
し
よ
う
と
欲
し
、
一
切
の
仏
た
ち
を
尊
崇
し
よ
う
と

欲
し
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
に
等
し
い
衆
生
た
ち
を
無
上
な
る
正
等
竟
に
安
立
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
上

の
行
に
向
か
い
、
サ
マ
ン
タ
バ
ド
ラ
（
普
賢
）
の
行
に
決
定
し
て
い
る
こ
れ
ら
菩
薩
・
大
士
た
ち
の
、

特
別
な
諸
誓
願
〔
が
あ
る
場
合
〕
を
除
い
て

—
—

す
べ
て
、
無
上
な
る
正
等
竟
に
向
け
て
、
一
生
だ
け
［
こ
こ
に
］
つ
な
が
れ
た
者
（
一
生
所
繋
）

と
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
り
、
わ
た
く
し
は
無
上
な
る
正
等
覚
を
さ
と
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

文
意
如
何

Ａ

（
梯
實
圓
和
上
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造
』385

頁
）

他
方
仏
国
の
菩
薩
達
が
安
楽
国
に
生
ま
れ
て
き
た
な
ら
ば
、
必
ず
菩
薩
の
最
高
位
で
あ
る
一
生
補
処
の
位
に
至

ら
せ
よ
う
。

た
だ
し
、
そ
の
菩
薩
が
、
浄
土
に
生
ま
れ
て
く
る
前
に
、
次
の
よ
う
な
願
い
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
限

り
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
浄
土
に
生
ま
れ
た
な
ら
ば
、
衆
生
を
自
在
に
救
う
こ
と
の
で
き
る
身
に
な
ろ
う
と
い

う
決
意
に
身
を
固
め
て
、
多
く
の
善
行
を
積
み
、
す
べ
て
の
も
の
を
救
お
う
と
願
い
、
そ
の
た
め
に
、
諸
仏
の

国
々
へ
行
っ
て
あ
ら
ゆ
る
如
来
を
供
養
し
、
無
量
の
衆
生
を
救
う
て
悟
り
を
得
し
め
る
と
い
う
自
利
利
他
の
実

践
を
行
お
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
菩
薩
の
通
常
の
階
位
を
超
え
、
そ
の
場
で
普
賢
菩
薩
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
大
悲

の
行
を
実
践
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
願
い
を
持
っ
て
い
る
も
の
は
そ
の
通
り
に
し
て
あ
げ
よ
う
と
誓
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

Ｑ

願
事
如
何
。

Ａ

往
生
し
た
者
を
一
生
補
処
に
至
ら
し
め
る
こ
と

Ｑ

穢
土
に
還
っ
て
衆
生
救
済
す
る
こ
と
は
願
事
で
は
な
い
の
か
。

Ａ

阿
弥
陀
仏
の
願
事
で
は
な
い
。
願
生
の
菩
薩
が
願
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
阿
弥
陀
仏
が
許
可
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
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サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
第
二
十
一
願

（
ご
指
導
：
上
野
隆
平
師
）

ません その限り わたくしは 無上なる 正等覚を さとり

もしも わたくしが 世尊よ 覚りを得たときに かしこの 仏国土に 衆生たちが 生まれた者と

なるであろう すべて 一生だけ〔ここに〕つながれた者とならないようであるならば 無上なる 正等覚に向けて

を除いて 特別な諸誓願〔がある場合〕を これら 菩薩 大士たちの

大いなる鎧を身にまとい 一切の世間〔の人々〕の利益のために〔鎧を〕身にまとい 一切の世間の利益のために専心し

一切の世間を般涅槃せしめるために専心し 一切の世界において 菩薩の行を 実践しようと欲し

一切の仏たちを 尊崇しようと欲し ガンジス河の砂に等しい 衆生たちを 無上なる

正等覚に 安立させ さらにその上の行に向かい

サマンタバドラ（普賢）の行に決定している

◆サンスクリットには３つの性［男性、中性、女性］、 ３つの数［単数、両数、複数］、

８つの格［主格、対格、具格、為格、従格、属格、処格、呼格］がある。

◆文字囲の語 はすべて男性・複数・属格のかたちであり、「 」の説
これら 菩薩 大士たちの

明であることが分かる。

◆したがって、「除」の範囲が「 」までであることがわかる。
サマンタバドラ（普賢）の行に決定している
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義
相
②

『
論
註
』
の
釈
意

②
の
１

不
虚
作
住
持
功
徳

Ｑ

不
虚
作
住
持
功
徳
と
は
『
浄
土
論
』
の
ど
の
言
葉
の
釋
か
？

Ａ

「
観
仏
本
願
力

遇
無
空
過
者

能
令
速
満
足

功
徳
大
宝
海
」（『
聖
典
全
書
』
一
巻509

頁
）

本
願
力
に
よ
っ
て
速
や
か
に
功
徳
を
満
足
す
る
は
た
ら
き
を
指
す
。

Ｑ

具
体
的
に
は
誰
が
功
徳
を
満
足
さ
れ
る
の
か
？

Ａ

未
証
浄
心
の
菩
薩
が
浄
心
上
地
の
菩
薩
と
等
し
く
寂
滅
平
等
法
身
を
証
得
す
る

【90

】

す
な
は
ち
か
の
仏
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
畢
竟
じ
て
平
等

法
身
を
証
す
る
こ
と
を
得
て
、
浄
心
の
菩
薩
と
上
地
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
と
畢
竟

じ
て
同
じ
く
寂
滅
平
等
を
得
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。（510

）

未
証
浄
心
の
菩
薩

初
地
以
上
七
地
以
還
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩

浄
心
上
地
の
菩
薩

八
地
以
上
の
法
性
生
身
の
菩
薩

Ｑ

七
地
と
八
地
の
違
い
は
？

Ａ

八
地
は
七
地
沈
空
の
難
を
超
え
て
い
る
。

Ｑ

七
地
沈
空
の
難
と
は

Ａ

仏
道
を
捨
て
た
状
態
。
七
地
に
お
い
て
自
身
が
大
寂
滅
を
得
る
の
で
、
上
は
求
め
る
べ
き
仏
も
な
い
、
下

は
度
す
べ
き
衆
生
も
な
い
。

（『
聖
典
全
書
』
一
巻511

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇133

頁
）

菩
薩
、
七
地
の
う
ち
に
お
い
て
大
寂
滅
を
得
れ
ば
、
上
に
諸
仏
の
求
む
べ
き
を
見
ず
、
下
に
衆
生
の

度
す
べ
き
を
見
ず
。
仏
道
を
捨
て
て
実
際
を
証
せ
ん
と
欲
す
。

Ｑ

第
二
十
二
願
の
引
意
如
何

Ａ

浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
修
行
の
階
梯
を
一
つ
ず
つ
経
て
い
く
と
い
う
常
倫
を
超
出
し
て
、
速
や
か
に
寂
滅

平
等
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
本
願
力
に
よ
る
こ
と
の
証
明
に
第
二
十
二
願
を
引
用
す
る
。

Ｑ

「
畢
竟
じ
て
同
じ
く
寂
滅
平
等
を
得
る
」
な
ら
、
少
し
ず
つ
階
梯
を
経
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

一
応
は
往
生
し
て
畢
竟
じ
て
等
し
く
な
る
と
示
す
が
、
再
往
は
往
生
見
仏
即
時
に
等
し
く
な
る
こ
と
を
明

か
す
証
文
と
し
て
第
二
十
二
願
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｑ

第
二
十
二
願
の
ど
の
言
葉
に
よ
っ
て
証
明
し
て
る
の
か

Ａ

超
出
常
倫
。

菩
薩
の
十
地
の
階
位
を
順
を
追
っ
て
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
、
初
地
か
ら
い
き
な
り
八
地
、
十
地
あ
る
い
は

等
覚
の
位
ま
で
超
越
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
が
本
願
力
の
妙
用
で
あ
る
。

自
利
に
安
住
し
て
利
他
の
精
神
を
忘
れ
大
乗
菩
薩
道
を
失
す
る
難
を
い
う
。
ま
た
身
心
と
も
に
完
全
に
無
に
帰

す
る
小
乗
の
無
余
涅
槃
（
灰
身
滅
智
）
の
難
で
も
あ
る

②
の
２

『
論
註
』
三
願
的
証
の
釈
意

Ｑ

三
願
的
証
と
は
何
か
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Ａ本
願
力
に
よ
っ
て
速
や
か
に
菩
提(

仏
果)

を
得
る

（
不
虚
作
住
持
功
徳
）

未
証
浄
心
の
菩
薩
が
階
梯
を
経
ず
に
寂
滅
平
等
法
身
を
得
る

（
三
願
的
証
）

即
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
因
縁
は
仏
力
で
あ
る

⑱
往
生

⑪
正
定
聚

㉒
一
生
補
処

義
相
③

『
教
行
信
証
』「
証
文
類
」
の
引
意

③
の
１

科
段

（『
聖
典
全
書
』
二
巻
付
録29

頁
）

二
章

還
相
の
悲
用
を
明
か
す
【
還
相
廻
向
釋
】

一
節

正
釈

一
項

直
明
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
二
言
還
相

二
項

出
拠
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
則
是
出
於

二
節

引
文
【
引
文
】

一
項

経
説
は
註
を
指
す
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
顕
註
論
故

二
項

広
く
師
釈
を
引
く

一
科

略
し
て
別
に
還
相
廻
向
あ
る
こ
と
を
示
す

一
目

還
相
の
義
を
挙
ぐ
（「
浄
土
論
」）
︙
︙
︙
︙
浄
土
論
曰

二
目

還
相
の
名
を
出
す
（「
論
註
」）
︙
︙
︙
︙
︙
論
註
曰
還

二
科

広
く
還
相
摂
化
の
徳
相
を
顕
す
（「
論
註
」）

一
目

摂
化
の
徳
相
を
顕
す

(

一)

願
の
大
義
を
明
か
す
（
観
察
体
相
）

(

Ⅰ)

一
生
補
処
を
釈
す
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
又
言
即
見138

(

Ⅱ)

自
在
摂
化
を
釈
す
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
観
菩
薩
者140

(

二)

願
の
由
来
を
示
す
（
浄
入
願
心
）

(

Ⅰ)

願
心
荘
厳
を
明
か
す
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
已
下
是
解142

(

Ⅱ)

広
略
相
入
を
明
か
す
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
略
説
入
一143

二
目

摂
化
の
始
末
を
証
す

(

一)

因

(

Ⅰ)

因
体
を
挙
示
す
（
善
巧
摂
化
）
︙
︙
︙
︙
善
巧
揚
化145

(

Ⅱ)

菩
提
心
の
義
を
示
す
（
障
菩
捉
門
・
順
菩
提
門
・
名
義
摂
対
）

︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
障
菩
提
門146

(

Ⅲ)

因
徳
を
結
成
す
（
願
事
成
就
）
︙
︙
︙
︙
願
事
成
就149

(

二)

果
（
通
じ
て
上
因
に
酬
ゆ
る
の
果
徳
を
明
か
す
）
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（
利
行
満
足
）
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
利
行
満
足

三
章

総
じ
て
往
還
の
義
を
結
ぶ
【
往
還
結
釋
】
︙
︙
︙
︙
︙
爾
者
大
聖151

尾
題
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
顕
浄
土
眞152

Ｑ

第
二
十
二
願
は
ど
こ
に
引
用
さ
れ
る
か

Ａ

２
度
引
用
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
。

①
願
名
を
挙
げ
た
後
、
還
相
回
向
釋
を
牒
し
て
経
文
を
挙
げ
る
。

（『
聖
典
全
書
』
二
巻137

頁
）（『
註
釈
版
』313

頁
）

『
註
論
』（
論
註
）
に
顕
れ
た
り
。
ゆ
ゑ
に
願
文
を
出
さ
ず
。『
論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。

②
『
論
註
』
引
文
（
観
察
体
相
章
）（『
聖
典
全
書
』
二
巻139

頁
）（『
註
釈
版
』316

頁
）

Ｑ

①
経
文
と
し
て
の
引
用
と
②
釈
文
と
し
て
の
引
用
と
違
い
は
？

Ａ

同
意
。
繁
重
を
さ
け
て
一
度
目
を
避
け
る
か
。

③
の
２

正
釋

（
直
明
）

利
他
教
化
地
の
益

『
略
典
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻265

頁
）（『
註
釈
版
』482ｰ483

頁
）

必
至
滅
度

「
利
他
教
化
地
の
果
」

証
果
の
体

還
相
回
向

「
利
他
教
化
地
の
益
」

証
果
の
用

（
願
名
）

Ｑ

「
証
文
類
」
に
あ
る
第
二
十
二
願
の
願
名
如
何
。

Ａ

（『
聖
典
全
書
』
二
巻137

頁
）（『
註
釈
版
』313

頁
）

【14

】

二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
す

な
は
ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願
（
第
二
十
二
願
）
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た
一
生
補
処
の
願

と
名
づ
く
。
ま
た
還
相
回
向
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。『
註
論
』（
論
註
）
に
顕
れ
た

り
。
ゆ
ゑ
に
願
文
を
出
さ
ず
。『
論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。

必
至
補
処
の
願

補
処
＝
（
仏
陀
の
座
処
を
補
う
）
＝
仏
陀
に
な
る
こ
と

仏
陀
に
な
る
こ
と
が
必
ず
定
ま
っ
て
い
る
菩
薩
の
最
高
位
に
至
ら
し
め
る
願

一
生
補
処
の
願

今
生
の
一
生
が
終
わ
れ
ば

仏
陀
に
な
る
こ
と
が
必
ず
定
ま
っ
て
い
る
菩
薩
の
最
高
位
に
即
か
し
め
る
願

還
相
回
向
の
願

『
論
註
』
の
還
相
は
還
来
穢
国
の
相
状
が
す
な
わ
ち
回
向
の
相

（
往
相
）

浄
土
願
生
者
が
礼
拝
・
讃
嘆
・
作
願
・
観
察
の
前
四
念
の
自
利
の
功
徳
を

他
に
回
向
す
る
利
他
す
る

（
還
相
）

浄
土
に
往
生
し
た
菩
薩
が
五
功
徳
門
の
前
四
門
（
近
大
宅
屋
）
の
自
利
行
徳
を

園
林
遊
戯
地
し
て
利
他
す
る

宗
祖
の
場
合

阿
弥
陀
仏
が
衆
生
に
往
相
と
還
相
を
回
向
す
る
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還
相従

果
還
因

本
国
位
相

他
方
摂
化
（
還
来
穢
国
）

Ｑ

「
亦
名
」
と
「
亦
可
名
」
の
違
い
は
何
か

Ａ

前
二
名
は
願
文
よ
り
名
付
け
た
。「
還
相
回
向
」
は
宗
祖
の
義
名
。

Ｑ

他
の
願
名
あ
り
や
。

Ａ大
慈
大
悲
の
願

Ｑ

言
葉
の
出
処
如
何

Ａ『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻584
頁
）（『
註
釈
版
』630

頁
）

大
慈
大
悲
の
願
、『
大
経
』
に
の
た
ま
は
く
、「
設
我
得
仏
︙
︙

『
如
来
二
種
廻
向
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻725

頁
）（『
註
釈
版
』723

頁
）

こ
の
こ
こ
ろ
は
一
生
補
処
の
大
願
に
あ
ら
わ
れ
た
り
。
大
慈
大
悲
誓
願
は
『
大
経
』
に
の
た
ま
は
く

「
設
我
得
仏
︙
︙

『
略
典
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻265

頁
）（『
註
釈
版
』483

頁
）

大
慈
大
悲
の
弘
誓

Ｑ

名
義
如
何

Ａ

「
大
」
の
字
は
仏
の
勝
れ
た
徳
を
あ
ら
わ
す
時
に
用
い
る
。

『
論
註
』
上

性
功
徳
（『
聖
典
全
書
』
一
巻459

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇61
頁
最
後
の
字
）

慈
悲
に
三
縁
あ
り
。

一
に
は
衆
生
縁
、
こ
れ
小
悲
な
り
。

二
に
は
法
縁
、
こ
れ
中
悲
な
り
。

三
に
は
無
縁
、
こ
れ
大
悲
な
り
。
大
悲
は
す
な
は
ち
出
世
の
善
な
り
。

Ｑ

第
二
十
二
願
を
な
ぜ
「
大
慈
大
悲
の
願
」
と
い
う
か

Ａ

仏
果
よ
り
十
方
に
至
り
て
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
あ
る
か
ら

Ｑ

依
り
ど
こ
ろ
如
何
。

Ａ

仏
の
至
極
の
慈
悲
を
「
普
賢
の
徳
」
と
い
う

「
讃
弥
陀
偈
讃
」(

一
七)

（『
聖
典
全
書
』
二
巻343

頁
）

安
樂
无
量
の
大
菩
薩

一
生
補
處
に
い
た
る
な
り

普
賢
の
德
に
歸
し
て
こ
そ

穢
國
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ

（
左
訓
）
文
明
本

大
慈
大
悲
を
ま
ふ
す
な
り

国
宝
真
筆
本
・
顕
智
書
写
本
（
表
記
は
違
う
が
同
文
）

我
ら
衆
生
極
楽
に
ま
い
り
な
ば
、
大
慈
大
悲
を
発
し
て
十
方
に
至
り
て
衆
生
を
利
益
す

る
な
り
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仏
の
至
極
の
慈
悲
を
普
賢
と
も
う
す
な
り

<
参
考>

一
生
補
処

（W
EB

版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
）

菩
薩
の
階
位
に
お
け
る
最
高
位
。
迷
い
の
生
存
と
し
て
今
生
の
一
度
だ
け
縛
ら
れ
て
い
る
者
、
次
の
生
存
で
は
仏
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
位
に
あ
る
菩
薩
の
こ
と
。
Ⓢekajāti

-

pratibaddha

Ⓣskye
ba
gcig

gis
thogs

pa

。

一
生
所
繫
し
ょ
け
と
も
訳
さ
れ
る
ほ
か
、
略
し
て
補
処
と
も
い
う
。
玄
一
の
『
無
量
寿
経
記
』
上
に
よ
れ
ば
、
一
生

補
処
の
菩
薩
に
は
穢
土
の
菩
薩
に
つ
い
て
い
う
と
住
定
（
相
好
業
を
修
す
）・
位
定
（
仏
地
に
近
い
）・
一
生
補
処
（
一

生
を
終
え
て
の
後
、
仏
処
を
補
う
）・
最
後
生
（
成
仏
の
身
）
の
四
種
が
あ
る
と
さ
れ
、
位
次
に
つ
い
て
は
異
説
が

認
め
ら
れ
る
。『
菩
薩
本
業
経
』
下
に
「
こ
れ
を
名
づ
け
て
補
処
と
な
す
、
十
よ
り
十
法
を
成
じ
て
よ
り
、
現
世
に

紹
代
無
上
正
真
の
道
を
、
最
正
覚
を
な
し
て
天
下
を
度
脱
す
」（
正
蔵
一
〇
・
四
五
〇
下
）
と
あ
る
の
は
今
生
に
お

い
て
成
仏
す
る
最
後
生
の
菩
薩
を
指
し
、
一
方
『
阿
閦
仏
国
経
あ
し
ゅ
く
ぶ
っ
こ
く
き
ょ
う
』
上
「
発
意
受
慧
品
」

に
「
一
仏
刹
よ
り
復
た
一
仏
刹
に
遊
び
、
即
ち
兜
率
天
に
住
し
、
一
生
補
処
の
法
を
得
」（
正
蔵
一
一
・
七
五
四
下
）

と
す
る
の
は
兜
率
天
に
住
し
た
後
、
次
生
に
て
仏
処
を
補
う
菩
薩
を
指
し
て
い
る
。『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』

に
は
兜
率
天
に
上
生
し
た
弥
勒
菩
薩
を
補
処
の
菩
薩
と
し
当
来
世
に
下
生
し
て
成
道
す
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
阿

閦
仏
国
経
』
と
同
様
の
説
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
上
の
第
二
十
二
必
至
補
処
ひ
っ
し
ふ
し
ょ
願
で
は
「
も
し
我
れ

仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
諸
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
我
が
国
に
来
生
せ
ば
、
究
竟
し
て
必
ず
一
生
補
処
に
至
ら
ん
」

（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
八
）
と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
道
光
は
『
無
量
寿
経
鈔
』
五
に
お
い
て
、
極
楽
の

菩
薩
は
一
地
か
ら
一
地
へ
と
階
次
を
経
る
の
で
は
な
く
、
補
処
の
位
に
超
え
て
至
る
こ
と
が
誓
わ
れ
て
い
る
と
す
る

（
浄
全
一
四
・
九
七
下
）。
ま
た
一
仏
の
浄
土
に
ど
う
し
て
多
く
の
補
処
が
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
一

生
と
は
時
分
遠
近
の
区
別
に
つ
い
て
い
う
の
で
は
な
い
と
し
、
速
や
か
に
成
仏
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
道
理

と
し
て
は
他
方
随
縁
の
国
土
に
往
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
（
同
九
八
下
〜
九
下
）。
し
た
が
っ
て
道
光
も
次
生

に
て
仏
処
を
補
う
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
『
大
阿
弥
陀
経
』『
平
等
覚
経
』
や
『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
等
で
は
阿

弥
陀
仏
が
入
滅
し
た
後
に
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩
と
が
相
次
い
で
補
処
す
る
こ
と
を
説
き
、
こ
の
二
菩
薩
を
補

処
の
菩
薩
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
観
世
音
菩
薩
に
つ
い
て
は
『
四
十
八
巻
伝
』
一
三
に
「
そ
も
そ
も
清
水
寺
の
霊
像

は
、
極
楽
浄
土
に
は
、
一
生
補
処
の
薩
埵
」（
聖
典
六
・
一
四
〇
）
と
あ
り
、『
翼
賛
』
一
三
で
は
『
群
疑
論
』
を
引

い
て
位
次
を
「
第
十
地
ノ
終
リ
、
等
覚
ノ
薩
埵
」
と
し
た
上
で
、
一
生
を
「
此
ノ
位
仏
ニ
近
フ
シ
テ
」
と
釈
し
、
補

処
を
「
ホ
ト
ケ
教
化
ノ
処
ヲ
ニ
ギ
ハ
シ
給
フ
ヲ
補
処
ト
云
ナ
リ
」（
浄
全
一
六
・
二
二
五
下
）
と
右
と
同
様
に
解
し

て
い
る
。
こ
の
他
『
阿
弥
陀
経
』
に
は
「
極
楽
国
土
に
は
、
衆
生
生
ず
る
者
は
、
皆
こ
れ
阿
鞞
跋
致
あ
び
ば
っ
ち
な

り
。
そ
の
中
に
多
く
一
生
補
処
あ
り
。
そ
の
数
甚
だ
多
し
。
こ
れ
算
数
の
能
く
知
る
所
に
あ
ら
ず
」（
聖
典
一
・
三

一
八
／
浄
全
一
・
五
三
）
と
し
て
、
極
楽
に
は
一
生
補
処
の
菩
薩
が
多
く
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

義
相
④

宗
祖
の
還
相
回
向
釋
の
特
色

現
生
で
一
生
補
処
（
因
よ
り
果
に
至
る
）

一
生
補
処
＝
弥
勒
菩
薩

弥
勒
と
等
し

現
生
正
定
聚

往
生
即
成
仏
し
て
一
生
補
処
（
果
よ
り
因
に
還
る
）

Ｑ

宗
祖
の
還
相
の
釈
相
如
何
。

Ａ

還
相
が
『
証
文
類
』
に
明
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
往
生
即
成
仏
（
滅
度
）
す
る
と
そ
の
証
果
の
悲
用
と
し
て
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直
ち
に
従
果
還
因
し
て
、
因
人
の
相
を
顕
現
し
衆
生
を
教
導
す
る
。

『
大
経
』
文
当
面

論
註

宗
祖

（
一
、26

）

（
一
、511

と528

）

（
二
、139

）

願
事

一
生
補
処

超
出
常
倫

一
生
補
処
・
還
相
回
向

所
顕

往
生
し
た
者
を
一
生
補
処
本
願
力
に
よ
っ
て
速
や
か
に

本
国
位
相
と
他
方
摂
化

に
至
ら
し
め
る
こ
と

菩
提(

仏
果)

を
得
る

全
体
が
還
相

（
不
虚
作
住
持
功
徳
）

未
証
浄
心
の
菩
薩
が
階
梯
を

経
ず
に
寂
滅
平
等
法
身
を
得

る（
三
願
的
証
）

即
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
の
因
縁
は
仏
力
で
あ
る

⑱
往
生

⑪
正
定
聚

㉒
一
生
補
処

設
我
得
仏

他
方
仏
土

諸
菩
薩
衆

来
生
我
国

究
竟
必
至

本
国
位
相

本
国
位
相

一
生
補
処

除
其
本
願

自
在
所
化

除
他
方
摂
化

除

除

他
方
摂
化

為
衆
生
故

被
弘
誓
鎧

積
累
徳
本

度
脱
一
切

遊
諸
仏
国

修
菩
薩
行

供
養
十
方

諸
仏
如
来

開
化
恒
沙

無
量
衆
生

無
上
正
真
之
道
に
立

無
上
正
真
之
道
に
立
せ
し

無
上
正
真
之
道
を
立

使
立
無
上
正
真
之
道

せ
し
め
、

め
む
を
ば
除
く

せ
し
め
む
を
ば
除
く

超
出
常
倫

諸
地
之
行

常
倫
諸
地
の
行
を
超

常
倫
諸
地
の
行
を
超
出

常
倫
に
超
出
し
、

現
前
修
習
普
賢
之
徳

出
し
、

し
、

諸
地
の
行
現
前
し
、

現
前
に
普
賢
の
徳
を

現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習

普
賢
の
徳
を
修
習
せ

修
習
す
る
を
除
く

せ
む

む

若
不
爾
者
不
取
正
覚

超
出
常
倫

一
生
補
処
に
至
ら
ず

階
梯
を
経
ず
に
菩
提
を
得
る
従
因
至
果
の
常
倫
を
超
出
す

他
方
摂
化
を
す
る
こ
と

こ
と
（
七
地
沈
空
な
し
）

る
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順
縁
の
教
化
（
化
身
土
文
類
）

Ｑ

阿
弥
陀
仏
が
群
生
海
を
救
済
す
る
構
造
如
何

Ａ

往
還
二
廻
向

Ｑ

往
相
が
廻
向
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
利
他
教
化
の
す
が
た
は
？

Ａ

真
実
の
教
行
信
証
。
利
他
教
化
の
果
ま
で
。

Ｑ

還
相
が
廻
向
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
利
他
教
化
の
す
が
た
は
？

Ａ

利
他
教
化
の
益
。
従
果
還
因
の
菩
薩
。

Ｑ

従
果
還
因
の
菩
薩
が
群
生
海
を
利
益
す
る
す
が
た
如
何
。

Ａ

聖
道
門「

自
力
利
他
教
化
地
」（
観
経
隠
顕2.196

）

▶
煩
悩
に
惑
わ
さ
れ
、
邪
道
に
迷
っ
て
い
る
衆
生
に

煩
悩
の
厭
う
べ
き
こ
と
を
知
ら
せ
、
正
見
に
導
か
れ
た
正
し
い
生
き
方
を
指
示
し
、
仏
法
の
真
理
性

を
顕
示
す
る
。

要
門

「
福
徳
蔵
を
顕
説
し
て
群
生
海
を
誘
引
し
、
阿
弥
陀
如
来
、
本
誓
願
を
発
し
て
あ
ま
ね
く
諸
有
海

を
化
し
た
ま
ふ
。
す
で
に
し
て
悲
願
い
ま
す
。
修
諸
功
徳
の
願
（
第
十
九
願
）
と
名
づ
と
名
く
。」（
要

門
釈2.183

）

▶
自
力
修
行
の
破
綻
を
契
機
に
浄
土
を
願
わ
せ
る

真
門

「
阿
弥
陀
如
来
は
本
と
果
遂
の
願
［
こ
の
果
遂
の
願
と
は
二
十
願
な
り
］

を
発
し
て
、
諸
有
の
群

生
海
を
悲
引
し
た
ま
へ
り
。」（
真
門
釈2.201

）

▶
諸
行
か
ら
念
仏
へ
と
行
を
転
換
さ
せ
る

つ
い
で
自
力
心
を
捨
て
さ
せ
て
第
十
八
願
の
本
願
力
回
向
の
法
門
に
転
入
さ
せ
る
。

Ｑ

権
化
方
便
の
法
門
が
還
相
の
菩
薩
の
利
他
教
化
で
あ
っ
た
と
い
う
文
証
如
何
。

Ａ

『
末
灯
鈔
』
第1

通
（2.778

）

聖
道
と
い
ふ
は
、す
で
に
佛
に
な
り
た
ま
へ
る
ひ
と
の
、
わ
れ
ら
が
こ
ゝ
ろ
を
す
ゝ
め
ん
が
た
め
に
、

佛
心
宗
・
眞
言
宗
・
法
華
宗
・
華
嚴
宗
・
三
論
宗
等
の
大
乘
至
極
の
敎
な
り
。
佛
心
宗
と
い
ふ
は
、

こ
の
世
に
ひ
ろ
ま
る
禪
宗
こ
れ
な
り
。
ま
た
法
相
宗
・
成
實
宗
・
倶
舍
宗
等
の
權
敎
、
小
乘
等
の
敎

な
り
。
こ
れ
み
な
聖
道
門
な
り
。
權
敎
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
す
で
に
佛
に
な
り
た
ま
へ
る
佛
・
菩

薩
の
、
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
す
ゝ
め
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
權
と
い
ふ
な
り
。

逆
縁
の
教
化

Ｑ

南
都
北
嶺
か
ら
宗
祖
は
ど
ん
な
目
に
あ
っ
た
か

Ａ

法
然
聖
人
一
門
の
破
壊
。
兄
弟
子
が
死
刑
に
さ
れ
た
。
ご
自
身
も
流
罪
に
な
っ
た
。

Ｑ

そ
ん
な
相
手
を
還
相
の
人
と
見
た
の
か

Ａ

は
い
。
釈
尊
の
サ
ン
ガ
に
重
ね
て
見
て
い
た
と
窺
う
。

『
略
典
』（2.266

）
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【18

】

こ
こ
を
も
つ
て
、
浄
土
の
縁
、
熟
し
て
、
調
達
（
提
婆
達
多
）、
闍
王
（
阿
闍
世
王
）
を

し
て
逆
害
を
興
ぜ
し
め
、
濁
世
の
機
を
憫
れ
ん
で
、
釈
迦
、
韋
提
を
し
て
安
養
を
選
ば
し
め
た
ま
へ

り
。
つ
ら
つ
ら
か
れ
を
思
ひ
、
静
か
に
こ
れ
を
念
ず
る
に
、
達
多
・
闍
世
、
博
く
仁
慈
を
施
し
、
弥

陀
・
釈
迦
、
深
く
素
懐
を
顕
せ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
論
主
（
天
親
）
は
広
大
無
碍
の
浄
信
を
宣
布

し
、
あ
ま
ね
く
雑
染
堪
忍
の
群
生
を
開
化
す
。
宗
師
（
曇
鸞
）
は
往
還
大
悲
の
回
向
を
顕
示
し
て
、

ね
ん
ご
ろ
に
他
利
・
利
他
の
深
義
を
弘
宣
せ
り
。
聖
権
の
化
益
、
あ
ま
ね
く
一
切
凡
愚
を
利
せ
ん
が

た
め
、
広
大
の
心
行
、
た
だ
逆
悪
闡
提
を
引
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。

『
本
典
』
総
序

し
か
れ
ば
す
な
は
ち
浄
邦
縁
熟
し
て
、
調
達
（
提
婆
達
多
）、
闍
世
（
阿
闍
世
）
を
し
て
逆
害
を
興

ぜ
し
む
。
浄
業
機
彰
れ
て
、
釈
迦
、
韋
提
を
し
て
安
養
を
選
ば
し
め
た
ま
へ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
権

化
の
仁
、
斉
し
く
苦
悩
の
群
萌
を
救
済
し
、
世
雄
の
悲
、
ま
さ
し
く
逆
謗
闡
提
を
恵
ま
ん
と
欲
す
。

「
観
経
讃
」78

-79

首

(78)

弥
陀
・
釈
迦
方
便
し
て

阿
難
・
目
連
・
富
楼
那
・
韋
提

達
多
・
闍
王
・
頻
婆
娑
羅

耆
婆
・
月
光
・
行
雨
等

(79)

大
聖
お
の
お
の
も
ろ
と
も
に

凡
愚
底
下
の
つ
み
ひ
と
を

逆
悪
も
ら
さ
ぬ
誓
願
に

方
便
引
入
せ
し
め
け
り

Ｑ

調
達
（
提
婆
達
多
）、
闍
王
（
阿
闍
世
王
）
の
逆
害
と
は
？

Ａ

提
婆
達
多
は
教
団
の
秩
序
を
乱
し
（
破
和
合
僧
）
釈
尊
を
殺
そ
う
と
し
た
（
殺
阿
羅
漢
・
出
仏
身
血
）、

阿
闍
世
王
は
（
殺
父
殺
母
）

Ｑ

そ
ん
な
奴
が
ど
う
し
て
権
化
の
仁
と
味
わ
え
る
の
か
。
答
者
は
安
居
と
い
う
サ
ン
ガ
を
破
壊
し
よ
う
と
し

た
り
、
父
を
殺
す
よ
う
な
相
手
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か

Ａ

死
ぬ
ま
で
許
さ
な
い

Ｑ

ご
開
山
は
で
き
た
の
か

Ａ

逆
縁
の
中
で
許
せ
な
い
人
を
「
つ
ら
つ
ら
か
れ
を
思
ひ
、
静
か
に
こ
れ
を
念
ず
る
に
」
と
思
慮
な
さ
っ
て

い
る
。

Ｑ

ど
う
受
け
止
め
た
の
か

Ａ

「
い
か
り
は
ら
だ
ち
そ
ね
み
ね
た
む
こ
こ
ろ
」
が
「
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、

た
え
ず
」
と
い
う
私
の
す
が
た
を
教
え
て
下
っ
た
方
だ
と
受
け
止
め
た
と
窺
う
。（『
一
多
文
意
』2.679

）

Ｑ

権
化
の
仁
が
出
現
し
た
目
的
は
？

Ａ

「
聖
権
の
化
益
、
あ
ま
ね
く
一
切
凡
愚
を
利
せ
ん
が
た
め
、
広
大
の
心
行
、
た
だ
逆
悪
闡
提
を
引
せ
ん
と

欲
し
て
な
り
。」

※
間
違
い
や
ご
指
摘
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。
山
上
正
尊

〒599

-8125

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

senjakuhongan@
gm
ail.com


